
建築確認申請

ＯＣＲ票記入の手引き 

本手引きは、建築審査課窓口で配布しているＯＣＲ票用紙に手書き記入することを前提

に記載しています。 

 パソコンでＯＣＲ票印刷エクセルファイルに入力し印刷する場合は、本手引きとＯＣＲ

票印刷エクセルファイルの各セルのコメントを参考に入力してください。 

 また、印刷の際に背景の票様式と入力した文字がずれますが、気にせずそのまま印刷し

提出してください。 

令和２年７月 

名古屋市住宅都市局 





１．ＯＣＲ票の記入について 

（１）ＯＣＲ票の取扱い及び記入にあたっての一般的注意事項

◇ ＯＣＲ票は、建築物用・工作物用・昇降機用の３種類がありますので、各々の確認申請に応じた用

紙に記入して提出してください。なお、建築物と工作物、建築物と昇降機の同時申請はシステム上処

理できないため、別申請にご協力ください。

  ◇ ＯＣＲ票はコンピュータで読み取りますので、汚さないでください。また、記入欄以外や裏面には

記入しないでください。

  ◇ 下記の数字やカナ等の記入例を参照して、ＨＢの鉛筆で読取枠内に正確に記入してください。ただ

し、読取枠以外の部分（事務所名称他）はゴム印でもかまいません。

  ◇ 誤記の場合は、消しゴムできれいに消してから訂正してください。

◇ コード項目｛大臣・知事コード、前面道路種別、高度地区、臨海部防災区域、風致地区、用途コー

ド、工事種別、構造コード、工作物種別、昇降機種別｝については、10 ～ 13 頁のコード一覧を参

照して記入してください。なお、区ＢＣコードは別冊の区ＢＣコード一覧表を参照してください。

  ◇ カナで記入する項目は建築主氏名カナ欄のみですから、その他の項目は数字で記入してください。

  ◇ 小数点付きの項目（面積・高さ等）は、小数点の位置に注意して記入してください。

〔数字・カナ等記入例〕

（悪い例）  

                   手書き数字             棒サイン         

                   手書きカナ                     

  （注１）数字は可能な限り８字型のガイドラインに添って枠内に記入してください。

  （注２）サイン項目は枠内の破線に添って記入してください。

  （注３）カナについては記入枠 の中にバランスよく記入してください。

゛ ゜ 「は枠内の上半分に、」は枠内の下半分に記入してください。 

－１－





   ◇ 建築主氏名カナ欄は、下記の記入例を参考にしてカタカナで氏名または法人名を左づめで記入し

てください。なお、共有者がある場合にはカナ欄に代表者を記入し、共有者の数を他名欄に右づめ

で記入してください。また、個人の場合には氏と名の間は１文字分あけて記入し、法人の場合には

その名称を「 」付きで記入してください。

   ◇ 建築主の電話番号は、該当欄に市外局番・局番・番号をそれぞれ－でつなぎ、数字で左づめにし

て記入してください。携帯電話等の番号で が足りない場合は－無しで記入して下さい。

〔記入例〕－－－個人申請の場合、法人申請の場合、電話番号

（氏名）          （カナ氏名）               （共有者）

名古屋太郎   －－－

愛知次郎・岐阜三郎                           他  名

      （法人名）     （役職名） （氏名）    （カナ氏名）

      有限会社名古屋産業 代表取締役 東海花子

      名古屋工業株式会社 岐阜支店長 三重五郎

       －－－－－－－  名古屋市長 河村たかし

      （電話番号） 

      ０５２－９７２－２９２７

      ０９０－○○○○－○○○○

         （注１）濁音の  や半濁音の  は１文字として記入してください。

         （注２）間違えやすい文字の例を示しますので、記入には注意してください。

② 設計者関係

   ◇ 設計事務所名を事務所名称欄に漢字等で記入してください。なお、別に連絡先がある場合には連

絡先名と電話番号を記入してください。

   ◇ 事務所登録番号・建築士登録番号を下記の記入例を参考にして該当欄に数字で右づめにして記入し

てください。なお、大臣・知事・コード（３桁）は 10 頁のコード一覧に掲載してあります。（注８）

   ◇ 事務所の電話番号は、該当欄に市外局番・局番・番号をそれぞれ－でつなぎ、数字で左づめにし

て記入してください。携帯電話等の番号で が足りない場合は－無しで記入して下さい。

〔記入例〕

        （事務所登録番号）   １級建築士事務所 愛知県知事登録（い）第３７９５号

                                 －  －

        （建築士登録番号）   １級建築士    国土交通大臣登録 第３４６００号

                                 －  －

                    木造建築士    岐阜県知事登録   第７６８１号

                                 －  －         （注９）

    （注８）事務所登録番号と建築士登録番号の記入欄の順序が確認申請書と異なるため、誤りやすいので注意して

ください。なお、事務所登録番号には大臣登録（コード 100）はありません。

    （注９）設計者が建築士以外の場合には、②設計者の欄への記入は不要です。

－３－

（カナとカナ）→ アとマ、エとユとコ、カとヤ、シとツ、ソとンとニ、

         タとク、テとチ、ナとメ、ハとヘ、ヨとヲ、ワとフ

（カナと数字）→ クと７、ワと７、ノと１、チと４、ヨと３

（数字と数字）→ ０と６、１と７と９、５と６

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○





  ※［建築物項目］

④ 用途地域関係

   ◇ 建築敷地の該当する用途地域に棒サインをしてください。敷地が複数の用途地域にまたがる場合

には、各々の用途地域に棒サインをしてください。なお、準住のサイン欄は近商と商業の間に設け

てありますので注意してください。

⑤ 防火地域関係

   ◇ 建築敷地の該当する防火地域に棒サインをしてください。敷地が複数の地域にまたがる場合には、

各々の地域に棒サインをしてください。

⑥ その他地域・地区関係

   ◇ 敷地が、特別工業地区・文教地区・区画整理区域・宅地造成等規制区域・都市景観整備地区に該

当する場合及び、開発・計画道路・地下鉄沿線・河川・公園・緑地・臨港地区・地区計画・その他

の合議が必要な場合には、それぞれ該当欄に棒サインをしてください。

   ◇ 敷地が、高度地区・臨海部防災区域・風致地区に該当する場合は、その種別について 10 頁のコー

ド一覧を参照してコード（１桁）で記入してください。なお、それぞれ異なる種別にまたがる場合

には、過半部分の種別コードを記入してください。

   ◇ 備１欄は記入しないでください。

⑦ 建築条件関係

   ◇ 前面道路の種別については 10 頁のコード一覧を参照してコード（１桁）で記入し、幅員について

は現況の幅員を小数点以下１桁（第２位切り捨て）の数値で記入してください。なお、２以上の前

面道路がある場合は最大幅員の道路の種別・幅員を記入してください。また、前面道路の種別が不

明の場合は、担当者にお尋ねください。

   ◇ 外壁後退については、都市計画で定められた後退距離（１ｍ又は１．５ｍ）を記入してください。

風致地区等で定められた後退距離は記入しないでください。なお、第１種低層住居専用地域・第２

種低層住居専用地域以外では外壁後退はありません。

   ◇ 地域建ぺい率・地域容積率については、都市計画で定められた数値を％ではなく１／１０単位で

記入してください。建築物についての建ぺい率・容積率ではありません。また、敷地が２以上の用

途地域にまたがっている場合には、按分した数値を小数点以下１桁（第２位切り捨て）で記入して

ください。なお、角地緩和、地階緩和、防火地域内の耐火建築物等緩和、準防火地域内の耐火・準

耐火建築物等緩和、共用廊下緩和等及び前面道路幅員による数値を記入しないでください。

   ◇ 地階緩和欄は、地階の住宅部分の容積率緩和を適用する場合に棒サインをしてください。

   ◇ 角地緩和欄は、建築敷地が建ぺい率緩和を適用できる角地に該当する場合に棒サインをしてくだ

さい。

   ◇ 共廊欄は、共同住宅の共用廊下等の部分に係る容積率の不算入措置を適用する場合に棒サインを

してください。

－５－



   ◇ 除却工事を伴う場合、一部借地（借地証明添付）の場合、全借地の場合、工場調書が添付されて

いる場合、不適合物件の場合、その他念書・誓約書・請書を添付した場合には、それぞれ該当する

欄に棒サインをしてください。

   ◇ 建築基準法上の許可物件、認定物件、建築協定区域内物件、駐車場調書提出物件、中高層建築物

紛争予防条例の共同住宅型集合建築物に該当する物件（10 戸以上）、省エネ計画書提出物件の場合

には、それぞれ該当する欄に棒サインをしてください。

   ◇ 住宅戸数欄は、長屋・共同住宅の場合に世帯向（住戸面積 30 ㎡以上）とワンルーム（住戸面積

30 ㎡未満）に分けて、それぞれの戸数を該当欄に右づめで記入してください。なお、専用住宅・併

用住宅の場合でも世帯向欄に住宅戸数を記入してください。

   ◇ 駐車台数欄は、敷地内の駐車可能台数（青空駐車スペースも含む）を住宅用とその他用に分けて、

それぞれ該当欄に右づめで記入してください。

   ◇ 中高層建築物紛争予防条例適用物件については、説明状況等報告書番号を下記の記入例を参考に

して該当欄に右づめで記入してください。なお、説明状況等報告書番号が不明の場合は建築指導課

建築相談係にお尋ねください。

〔記入例〕

説明状況等報告書番号 ５０６－２１

（２００５年度 中区の 第２１号）

   ◇ 備３欄、備４欄は記入しないでください。

⑧ 申請概要関係

   ◇ 主要用途欄は、敷地単位で建築物の主な用途をコード一覧を参照してコード（３桁）で記入して

ください。なお、用途コードが不明の場合は担当者にお尋ねください。また、主要用途名について

も記入欄に具体的に漢字等で記載してください。

   ◇ 工事種別欄についても、敷地単位で申請建築物の工事種別をコード一覧を参照してコード（１桁）

で記入してください。２種類以上の工事種別がある場合には、主なものを２種類のみコードで記入

してください。

   ◇ 申請棟数欄については、今回の確認申請に係る棟数を右づめで記入してください。

   ◇ 工事種別に移転・用途変更・大規模の修繕・大規模の模様替がある場合には、その申請部分の面

積を該当欄に小数点以下２桁（第３位切り上げ）で記入してください。なお、新築・増築・改築の

みの場合には、この欄に記入しないでください。

   ◇ 前回確認番号欄は、前回の確認申請の番号（取下・取止の番号を含む）が分かっている場合には、

該当欄に下記の記入例を参考にして、右づめで番号を記入してください。

     前回の確認が指定確認検査機関による場合、９ページ下部の※を参照ください。

〔記入例〕（前回確認番号）

      確認番号 ３０１－１２３

              （昭和６３年度 千種区の １２３番）

          確認番号 ０３５０－１２

              （平成３年度 計画通知の １２番）

    新番号   確認番号 ００－１２３４

                （２０００年度  １２３４番）

－６－

年度
区

番 号

年度 区
番 号

西暦年度 番 号

年度
番 号

種別

旧番号


























